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果重はパイプハウスの毛筆法で,稔実率はガラス室
の慣行法でややすぐれる傾向を示したが,値体差が大

きく,交配方法による果実肥大の差はなか った。

以上のことから,毛筆を用いる交配方法lt,雄花を

用いる慣行法と何ら差がなく,省力的な方法として実

用性は高いと考えられる。

なお,実際に毛筆を利用する場合,両性花の柱頭は

粘性があり,筆先が湿気をおびたようになってくるの

で,筆は数本用意 し,時 々交換して使用するのがよい。

4 摘    要

1 メロンの着果率は,午後になると時刻と共に少
しずつ低下するので,交配は午前中に終るのがよい。

2 毛筆を用いた交配方法は,雄花を用いて交配す
る慣行法よりも交配所要時間が短 く,果実の肥大にも

影響がないので,省力的な交配方法として実用性が高

レ`。
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1ま え が き

山形県のメロン栽培はアールス系品種の″ヽニーキン

グの栽植が急増している。 とくに抑制,地床栽培が多

く,ベ ゥト栽培に比較して,生育が旺盛であるうえに,

施1巴法については不明確たことが多く,茎葉の繁茂に

もとづ く結実不良などの問題点が残されている。そこ

で,養分吸収量を測定して施肥基準設定のための基礎

資料を得ようとする。

2 試 験 方 法

1 栽培条件
(1)品種 ;ハ ニーキング,(2)栽培様式 ;バ イプ′ヽ

ウス,地床栽培,一条植 ,(3)施 80量 ;N:P205:
K20~3tl:28:23切スOa,(4)播種 ;6月 25日 ,(5)定
植 ;フ 月15日 ,(6)摘芯 ;8月 6日 ,(7)交配 ;8月
10-13日 , (8)ネ ット発生期 ;8月 25日-9月 5日 ,
(9)収 穫 ;10月 3日

2 試料採取方法
(1)採取部位 ;葉身,葉柄 (以上lt着果部より上と
下に分けて ),茎 ,果実 (果 肉,果芯,種子 ),地下
部,摘除部

(2)採取時期 ;定植時期 (7月 15日 ),摘芯時期 (8
月6日 ),交配 1週間後 (8月 19日 ),ネ "卜 発生中
期 (8月 30日 ),ネ ット発生終了期(9月 11日 ),収穫

2週間前 (9月 211日 ),収穫期 (10月 5日 )
3 調査項目
(1)生青 (生体重,乾物重の推移 )

(2)無機成分の合有率および含有量

3試 験 結 果

1 生青
摘芯期から交配期の約 2週 間に茎素の生育 は 旺 盛

で,こ の期間の生育量 (生体重 )は 全生育量の50%以
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第 1図 生体重,乾働重の推移

上であった。 その後も生体重は徐々に増加して,収穫
時までの45日 間に全生育量の約30%の 生体重の増加が
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認められた (第 1図 )。 全葉面積の変化・t,生体重,
乾物重の変化と同様の傾向を示 した。一方,果 実は交

配後からネ ット発生期まで急激に1巴大し,そ の後も徐

々に肥大 した。また,ベ ット栽培で養分吸収量を測定

した結果と比較して,葉身の生体重,乾物重が著しく

多か った。

2 無機成分含有率
チッソは,一般に生育が進むと低下する傾向があっ

たが,果芯,種子は反対であった。部位
"1に

みると,

生育初期には,葉身中で高 く4%以 上であ った。収穫
時期には果芯が高か ,た。 リン酸lt,葉柄,地下部 ,

種子,茎で高く,下部の葉身は低かった。カリは葉柄

が10,以上で著しく高く,ついで茎,地下部が高か ,

た。反対に,種子は低か った。チ ッソと同様に,生 育

が進むにしたがって低下する傾向が認められた。石灰

は,葉身が10%以上で高く,果実はいずれの部分も著

しく低か った。苦土は含有率が全般に低いが,石灰と

同様の傾向が認められた。

増井等の結果 と比較すると,チッツは中肥 (6び/株 )

の値と同程度であ り, ソン酸は,い ずれの部位も高か

つた。カリは地下部で高 く,種子が低かった。石灰 ,

苦土は葉で著しく高か った (第 1表 )。

第 1表 各部位の無機成分含有率および含有量 (収穫時 )

部  位
含 有 率 (%) 合 有 量 (%/篠 )

N P20s K20 Cao M80 N P205 聰 O ca0 M80
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注.摘芯部は 8月 15日 ,果 上 ;着果部より上位 ,果下 :着果部より下位

3 各成分の含有量
茎葉根中の各成分の合有量は,生育が最も旺盛な摘

芯後から開花期にかけて顕著に増加した。その後 ,果

実の肥大期になると,茎葉根中の三要素の含有量はほ

ぼ一定となり,吸収された成分は果実に移行 した。 し

か し,石灰,苦土は,果実への移行はわずかであるが

積極的な吸収が認められ,葉 中の含量が増加した。一

方,果実の合有量は,チ ッソとカリが成熟期に入って

も増加しつづけるのに対 して,リ ン酸はネット発生期

以後の増加は少なか った。石灰,苦土lt,含 有率が著

しく低いため,含 有量も少な目に経過 した。三要素の

吸収は,開花前は茎葉根の構成のために,そ の後は ,

果実肥大,成熟のためにと大別できる(第 2図 )。 全

体での吸収の経過についてみると,三要素 :ま ,摘芯期

から開花期の茎葉根構成期に最も急激な吸収を行なう

が,開花期から収穫時までの期間が長いたあ吸収の絶

対量では最も多か った。石灰,苦土はネット発生期ま

で急激に吸収され,そ の後も徐々に吸収された (第 3

図 )。 また,収穫時の部位別の合有量にっぃてみると,
三要素は果実に多く,つ いで葉であ った。石灰,苦土

は,葉に多く,各 ,々約 9割, 7割 をしめていた (第

1表 )。

1株当りの各成分の吸収量ltチ ッンが100',,ン 酸

が5o7,ヵ りが180夕 ,石灰が1`1夕 ,苦上が
'77で
,従

来のベット栽培での養分吸収の結果に比較して著しく

高かった。これは,本試験の栽培様式が,一条植,地
床栽培であるため生育が旺盛であること,と くに業の

繁茂量が多いことが原因と思われる。
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第 2図  各成分の合有量の推移 (茎棄根,果つ

4  ま   と  め

アール当り180本植 (6本/坪)で ,チッツの吸収量は,

13″/aと なる。また, 抑制メロンはハウス栽培であ

るため肥料成分の流亡が少ないことなどを考えると,

吸収量がおおよその標準施肥量と考えられる。しか し,

前にも記 したように,本試験・I一条値であることを考

慮すると,多 くとも18均/aで , それよりわずかに少

ない量が適当と思われる。また,カ リのぜいたく吸収,

第 3図  各成分の吸収量の推移 (株全体 )

リン酸の肥効が劣ることなどを考慮すると,施肥割合

はN:P205:聰 0=10:10:10程 度が適当と思われる。

前作のチ "ツ の残効の程度によっても施1巴量を増減す

る必要がある。施肥時期は,定植前の基肥と,摘芯後

および生育状況をみて,果実の肥大期の 2回 の追肥を

行なう必要がある。なお,こ の結果にもとづいて施肥

試験を行ない,よ り正確な施月し基準を設定する必要が

ある。

イテ ゴ の栽 培 体 系確立 に つ い て

第 1報 定植期 とマルチ効果

佐 々木 健 治
(岩手県農業試験場県北分場 )

1ま え が き

近年,岩呼 県の県北畑作地帯に各種の野菜が導入さ

れるに伴い,イ チゴ栽培も沿岸北部を中心にわずかな

がら増加しており,今 後の安定多収技術体系の確立に

より,着実な伸びが期待される。
しかしながら,冷涼な気象下にある県北のイチゴの

露地裁培に関して,い まだ十分な検討がなされておら

ず,特に定植期とマルチ効果,さ らに開花期における

霜害回避等の問題解決が必要と言える。

このため,本試験lt以上のような点について検討し

たものであ り,以下その概要について報告する。

2試 験 方 法

前年度予備試験で透明マルチを使用 した場合,開花

期が晩霜に遭遇 し,花書の黒変枯死状態がみられ減収


